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添付文書用語の解説添付文書用語の解説添付文書用語の解説添付文書用語の解説    

 

Ｑ．添付文書に書かれている用語の意味を教えてください。Ｑ．添付文書に書かれている用語の意味を教えてください。Ｑ．添付文書に書かれている用語の意味を教えてください。Ｑ．添付文書に書かれている用語の意味を教えてください。    

 

Ａ．Ａ．Ａ．Ａ．添付文書に記載がある添付文書に記載がある添付文書に記載がある添付文書に記載がある主な主な主な主な用語の解説用語の解説用語の解説用語の解説    

 

              【【【【なななな行～行～行～行～わわわわ行】行】行】行】    

 

・排尿
はいにょう

困難
こんなん

（はいにょうこんなん） 

 正常な排尿ができず、努力が必要になる状態。排尿終末時の疼痛、不快感、残尿感など

の症状を伴うこともある。 

 

・白内障
はくないしょう

（はくないしょう） 

 眼球内にある水晶体が混濁した状態になり、視力障害を生じる。白内障のほとんどは老

人性で、糖尿病、外傷性、放射線性、栄養障害などに起因するものもある。 

 

・発疹
ほっしん

（ほっしん） 

 皮膚にできる小さな粒状の吹き出物。 

 

・発赤
ほっせき

（ほっせき） 

 皮膚などがぼつぼつと赤くなること。 

 

・発熱性
はつねつせい

消耗性
しょうもうせい

疾患
しっかん

（はつねつせいしょうもうせいしっかん） 

 かぜなどの発熱によって体力を消耗した状態。 

 

・皮膚
ひ ふ

粘膜
ねんまく

眼
がん

症候群
しょうこうぐん

（ひふねんまくがんしょうこうぐん） 

 高熱を伴って、発疹、発赤、火傷様の水ぶくれなどの激しい症状が、全身の皮膚、口や 

目の粘膜にあらわれる。人口 100 万人当たり 1～6人/年と極めてまれに発生する。 

 

・浮腫
ふ し ゅ

（ふしゅ） 

 むくみとも呼ばれ、体液（水分ナトリウムなど）が組織間に異常に増量し、蓄積された 

状態。 

 

・へん頭痛
ず つ う

 

 何らかの原因により、脳血管が収縮し、引き続いて頭蓋内の血管が収縮し、片側性に起 

こる頭痛。 
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・利尿
りにょう

（りにょう） 

尿の出をよくすること。 

 

・緑 内 障
りょくないしょう

（りょくないしょう） 

眼圧の上昇により視神経が障害され、視野が狭くなったり、視力低下を来たす疾患。 

 

                                             

 


